
自 殺 対 策 計 画 素 案 正 誤 表 

 

（誤）４ページ 

    

また、男性では 30～50歳代の働き盛り世代の割合が高くなっています。女性では 40歳代の割合が

最も高く、次いで 20歳未満と 60歳代の割合が高くなっています。 

 

 

 

（正） 

また、男性では 30～50歳代の働き盛り世代の割合が高くなっています。女性では 40歳代の割合が

最も高く、次いで 20歳代と 60歳代の割合が高くなっています。 

 

 

 

（誤）２７ページ 

① 

湖南いのちサポー

ト相談事業との連

携による自殺未遂

者支援の充実 

・自殺企図により救急搬送された患者及びその家

族を対象に、同意に基づき、滋賀県立精神保健

福祉センターが相談支援を行う等積極的に介入

することで、再び自殺を図ることを防止すると

ともに、その家族の辛さを傾聴して心の負担の

軽減に努めます。 

・市内の支援者と未遂者支援のあり方について検

討を行います。 

草津保健所 

障がい福祉課 

ほか 

 

 

 

 

 

（正） 

① 

湖南いのちサポー

ト相談事業との連

携による自殺未遂

者支援の充実 

・自殺企図により救急搬送された患者及びその家

族を対象に、同意に基づき、草津保健所が相談

支援を行う等積極的に介入することで、再び自

殺を図ることを防止するとともに、その家族の

辛さを傾聴して心の負担の軽減に努めます。 

・市内の支援者と未遂者支援のあり方について検

討を行います。 

草津保健所 

障がい福祉課 

ほか 

 

                           (裏面に続きます) 

 



 

（誤）３４ページ 

①  

生活困窮者・無職者

に対する相談窓口

の充実 

・失業者等の関連窓口を充実させるため、各種相

談事業を実施するほか、 失業に直面したときに

生じる生活上の問題に関連する相談に対応でき

るような、連携体制を整えます。 

社会福祉課 

商工観光労政課 

 

 

 

 

（正） 

① 

生活困窮者・無職

者に対する相談窓

口の充実 

・失業者等の関連窓口を充実させるため、各種相談

事業を実施するほか、 失業に直面したときに生じ

る生活上の問題に関連する相談に対応できるよう

な、連携体制を整えます。 

社会福祉課 

 

 

 

 

（誤）３５ページ 

③ 就労支援 

・就労することに困難を抱えている人は、生活の

問題やその他複合的な問題も抱え、自殺リスク

が高まる場合もあります。 

・就労支援と自殺対策事業とを連動、連携させる

ことにより、生きることを支援します。 

商工観光労政課 

 

 

 

 

 

（正） 

③ 就労支援 

・就労支援と自殺対策事業とを連動、連携させる

ことにより、生きることを支援します。 

・働く意欲がありながら、就職することに困難を

抱えている人に対し、保健・福祉・教育・生活

等他の自殺対策事業と連携し、個々のケースに

応じた支援を行います。 

商工観光労政課 

 


